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概 要 
 

1. 調査の位置付け 

科学技術・学術政策研究所は、2013 年度から「第 10 回科学技術予測調査」（以降、「予

測調査」）を実施した。予測調査は、①将来社会ビジョンの検討、②分野別科学技術予測、

③シナリオプランニングの 3 部から構成され、本調査は予測調査全工程の 上流段階に該

当する。本調査は 2013 年度に実施され、中長期的な科学技術予測活動を行う上で、前提と

なる将来社会のビジョンを洞察することが目的とされた。現在の科学技術予測活動におい

ては、2030～2050 年を対象として、振興すべき科学技術領域や科学技術と社会システムの

複合領域の特定・発見を行うことが求められている。このような科学技術予測活動に対し

て貢献が期待される社会ビジョンを具現化した結果は、上述の②や③で行われる予測活動

において参照され、将来の社会像の俯瞰的把握に活用された。予測調査全体の構成および

各パートの位置付けは以下の通りである： 

 

①  パート 1：「将来社会ビジョンの検討」（本調査）（2013 年度実施） 

人口構成及び産業構造の変化を軸として、グローバル化やコネクト化（人やものが繋

がる）の進展する中での将来社会の姿や価値観の変化について検討を行った。 

具体的には、まず、雑誌記事データベース等から社会のトレンドを抽出し、社会変化

の項目を構造化した。次いでワークショップを開催し、構造化の検証、社会変化項目

のインパクト評価、及び、その対応策の検討を行った。これらを基に、将来ビジョン

を構築した。 

② パート 2：「分野別科学技術予測」（2014 年度実施） 

実現が期待される科学技術を抽出し、それらの重要度、国際競争力、実現可能性等に

関する専門家の見解をアンケートにより収集した。 

具体的には、まず、パート 1 で検討した社会変化への対応策を踏まえ、調査分野別に

委員会を設置して科学技術トピックを検討した。次いで、関連学協会会員等の専門家

を対象としたアンケートにより科学技術トピックに関する見解を収集し、科学技術発

展の方向性を分析した。 

③ パート 3：「シナリオプランニング」（2015 年度実施） 

パート 1 及びパート 2 の結果も踏まえ、個別テーマについて方向性の検討を行った上

で、それらを統合して国際的視点からのシナリオを作成した。 

具体的には、まず、個別テーマについて課題抽出と解決方向の検討を行い、これらを

国際的視点に沿って再構成してテーマ別シナリオを作成した。次いで、テーマ別シナ

リオを基礎情報として用い、国際的視点からの三つの統合シナリオをとりまとめた。 

 

科学技術の発展は、過去においては技術シーズの積み上げやボトムアップ型のアジェン

ダ形成によって行われていた。しかし、多様な社会課題の頻出化と深刻化に直面する日本

社会において、目標とされる将来社会像をあらかじめ想定し、その実現に必要とされる手
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段をバックキャスト的アプローチにより導出することが求められるようになった。そこで、

本調査では、社会科学・人文科学・自然科学などのように異なる視点から、日本ならでは

の社会課題について考察することとした。各領域に対して知見を持つ専門家・実務家を中

心に、かならずしも当該テーマの専門家ではない異分野のメンバーも加えたワークショッ

プを実施し、討議結果を基に世界的な潮流や課題先進国としての日本の進むべき方向性を

踏まえ、本質的課題から導かれる社会像を提示することとした。 

 

2. 調査の方法 

調査プロセスは、①社会課題（イシュー）の整理、②テーマの抽出、③ワークショップ

の実施、④対応策（打ち手）の分析、⑤シナリオの構築の五つのステップから成る。 

第 1 ステップは、未来に関する文献や統計データ等から導出される社会課題（イシュー）

の整理である。まず、世の中の変化に影響をもたらす 50 テーマのメガトレンドを提示、そ

れぞれの社会課題を構造化した「メガトレンド 2014-2023」（著者：川口盛之助、発行：日

経 BP 社）の内容を主軸に、「科学技術イノベーション総合戦略」の方向性を加味し、海外

の調査機関や民間企業がまとめた未来予測関連のデータなども補完することで、解決すべ

き社会課題と未来像の総体をカバーした社会課題の抽出を行った。 

第 2 ステップは、テーマの抽出である。第 1 ステップで作成された社会課題の構造化（イ

シュー・ツリー）を基に、2030～2050 年に向けて社会に大きな変化をもたらす包含的なテ

ーマを設定した。さらに、世界の潮流、日本の競争力、科学技術という科学技術政策を考

える上で留意すべき３つの視点を踏まえ、テーマごとに優先度の高い社会課題を整理した。

このテーマが、次のステップとなるワークショップのテーマとなり、社会課題およびその

対応策（打ち手）をワークショップで参加者が議論する論点とした。 

第 3 ステップは、ワークショップの実施である。第 2 ステップで設定したテーマのそれ

ぞれにおいて、その領域に知見のある有識者を集め、討議および評価を行った。参加者は、

学術関係者に偏らないようにビジネスおよび生活者の視点で議論できる専門家も意識的に

加え、メンバーのバックグラウンドの多様性を考慮した。ワークショップの議論では、テ

ーマごとに構成した社会課題（イシュー・ツリー）のレビューとその社会課題を解決する

ための対応策（打ち手）について意見を出し合った。また、評価では論点ごとに実現時期、

現実化の可能性や影響の大きさについて点数付けをした。 

第 4 ステップは、ワークショップの結果を踏まえた社会課題への対応策（打ち手）の分

析である。各ワークショップにおいて、複数のテーマで共通の内容を抽出し、それらの共

通項を束ねた上位の理念や考え方を「メタタグ」として導出し、その相互の関係について

整理をした。 

第 5ステップは、2030～2050年を想定し未来のあるべき姿を示すシナリオの構築である。

第 4 ステップで得たメタタグに関する情報を基に未来像を描き、「雇用の創出」「外貨の獲

得」「幸福度の追求」という三つの視点で日本が未来に向けて実施すべき事項、科学技術の

面で克服すべき事項を提示した。 

各ワークショップで用意されたイシュー・ツリーは以下の通りである(なお、図中黄色

の部分は内部評価により高優先度と評価されたイシューであり、青色の部分は他のワーク

ショップでも討議対象となったイシューを示す)： 
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日本の
弱み

地理的要因 資源自給率

天災が多い（地震、台風）

制度的要因

言語障壁
情報メディア産業

保護産業
農業

医療・医薬系

歴史的要因 軍事転用（想起）性
宇宙・航空機産業

文化的要因

士農工商文化 金融業

職人気質・蛸壺化
システム志向の適用、標準化

謙譲の美徳、性善説的 広告PR～ブランディング
契約系、プレゼン系

イレギュラー
凶事想定不謹慎文化

高リスク産業（創薬・石油等）

プラットフォーム化

鉱業（逆に省エネ系は強い）

耐震、防災

兵器・軍需産業

日本の
強み

地理的要因

文化的要因

高品質や作り込みへの
こだわり（職人気質）

配慮おもてなし気質

八百万・自然中心観

資源の高効率利用・エコ 環境系（省エネ＆公害）

ノウハウの結晶としての
素材・部品

箱庭文化、わびさび系

接客・インターフェース

加飾デザイン・カワイイ文化

擬人化
アニメ・コンテンツ・ロボット

ガラパゴス的多機能、
オタク文化、カスタム化

協調性・繊細さ 女性向け・BOP向け商品

論理思考、演繹性 法律、デザイン、ソフトウェア

グローバル展開と受入れ

海洋国 水産業、造船業

几帳面さ 正確運行～納期・支払管理

危機管理

人口的要因 生産人口比率が減る 公益行政

制度的要因 関税優遇～護送船団式
過去の

鉄鋼～電気電子セット品

現在の
自動車～メカトロ部品系
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サービス業の
進化形

脱モノづくり
サービス化

情報サービス化

脱製造

金融

人

情報
ログ収集～分析

開発～販売特化

保守～運用業化
脱モノ売り切り

消耗品ビジネス

品証～保険サービス化

ログ収集・データセントリック

製造業の
サービス化進展

所有から利用へ

評価査定～格付け

保険業化

事業投資～先物市場

プラットフォーム化

マッチングサービス

感性価値開発

コンテンツ

医療～精神安定

ビッグデータマイニング

ビジネスリソース提供

連動広告

商品～サービス検索

人のマッチング

接客～おもてなし

中古、販売店保障

レンタル～シェアー

仮想水～ｶｰﾎﾞﾝｵﾌｾｯﾄ

プライベートブランド

垂直統合化 川下進出

サービス生産性向上 サービスサイエンス組織

農業の6次産業化

オープンファブ化

仮想価値化

損害保険（海運～衛星）

リモートセンシングM2M

観光～旅行産業

感性産業

スポーツ・レクリエーション

入浴・トイレ・睡眠産業

クラウドファンドやレンディング
通貨や資金調達の行方

ビットコインや地方通貨
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年齢や属性
の偏り

ユースバルジ問題
@新興国

高齢化問題
@先進国esp.日本

顕著になる
人口増減問題

人口増加
@新興国

人口減少
@先進国esp.日本

地理・地政的な
変動

都市への集中
（メガシティ）

地方の地盤沈下
esp.日本

生産人口比率の
急減（労働力不足）
年金と健保の逼迫

経済格差
の変化

縮まる国家間の
貧富格差

広がる各国内の
貧富格差

多極化して
決まらない国際政治

奪い合いになる
国境を越えた人物金

高齢者に職が偏重する
世代間不平等＠先進国

若者の職の絶対量不足
＠後発開発途上国

スラム化問題

公害問題（汚染）

資源枯渇問題
（水～食糧）

女性の登用

前期高齢者の登用

移民の登用

都市のプレゼンス台頭

過疎化と老朽インフラ
～耕作放棄農地の維持

未活用人材
の活用

サービス生産性
質と量の向上

支援ロボ～ICT活用

脳力～ｻｰﾋﾞｽ科学

家族の希薄化
家族補完

機能ニーズ

SNS～コミュニティ

ｺﾝﾊﾟﾆｵﾝﾍﾟｯﾄ～ﾛﾎﾞ

資源消費問題
（エネルギー～工業資源）

BOPビジネス機会探索
自立的な再生産

システム確立

鉱物資源枯渇
問題

温暖化CO2
問題

エネルギー枯渇

工業材枯渇（レア系）

インフラ不足

少子化対策
（早婚～多産化促進）

移民・帰化・国際結婚
や事実婚の促進

NGO～ｿｰｼｬﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ

特区政策で
人物金誘致

ロジスティクス
～教育

サービス産業シフト

価値観
の成熟

ワークシェア

介護負担の低減
予防医療・健康管理

子育て支援系

CO2固定化

世俗化と合理化

オープンマインド化

草食化～中性化

ニーズの多様化

多様なマイノリティ・弱者

ロングテール市場

社会貢献志向 エシカル・NPO

新興国出身者
の受け入れ

伝統や宗教の衰退
補完機能ニーズ

ベーシックインカム

治安維持問題

ブロック経済化

技能移民
資産移民

ユースバルジ問題

早期退職制

不条理権威喪失 フラット社会

集中管理と自動化
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サービス業の
進化形

脱モノづくり
サービス化

情報サービス化

脱製造

金融

人
脳力開発

人材紹介～派遣

情報
ログ収集～分析

開発～販売特化

保守～運用業化
脱モノ売り切り

消耗品ビジネス

品証～保険サービス化

ログ収集・データセントリック

製造業の
サービス化進展

教育

所有から利用へ

評価査定～格付け

保険業化

事業投資～先物市場

バイオフィードバック

モチベーション管理

適性診断

能力・信用と気質の評価

初等教育と高齢者教育

留学ビジネス

中年サバティカル再教育

プラットフォーム化

マッチングサービス

感性価値開発

コンテンツ

医療～精神安定

ビッグデータマイニング

ビジネスリソース提供

連動広告

商品～サービス検索

人のマッチング

Eラーニング

接客～おもてなし

中古、販売店保障

レンタル～シェアー

仮想水～ｶｰﾎﾞﾝｵﾌｾｯﾄ

プライベートブランド

垂直統合化 川下進出

外部脳化モデル

サービス生産性向上 サービスサイエンス組織

農業の6次産業化

オープンファブ化

仮想価値化

損害保険（海運～衛星）

リモートセンシングM2M

観光～旅行産業

感性産業

スポーツ・レクリエーション

入浴・トイレ・睡眠産業

クラウドファンドやレンディング
通貨や資金調達の行方

ビットコインや地方通貨
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成熟する都市・地域
コミュニティ＠日本

老朽化インフラ

成熟する住民意識
育つ地元愛文化

疎遠化する地縁
～コミュニティ

急成長する都市
都市への集中

＠途上国

環境汚染・公害問題

官民補完の行政運営
都市運営

財政の疲弊
＠日本

特区構想で
都市競争力向上

スラム拡大問題

インフラ不足

過疎化する地方集落

加熱する都市間の
人物金誘致合戦（特区）

ジモティ文化

独居老人問題

行政のアウトソース

NPOのコミュニティビジネス

企業CSR活動ｿｰｼｬﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ

分散自律系インフラ

コンパクト化・統合とインフラシェア

クラシファイドビジネス

状態センシング＆保全

延命処置

パッケージインフラ輸出

BPO的なインフラ運営委託

BOPソーシャルビジネス
自立的な再生産システム確立

メガシティの治安維持

都市ブランド輸出

周辺インフラ輸出

ライフライン系
（ユーティリティ、ロジ、情報）

防災、治安、医療、教育
金融インフラ

環境、観光、街づくり
沿線開発

空気、土壌、水質汚染

公衆衛生

騒音、振動、電磁波、光害、悪臭

地盤沈下、日照

ヒートアイランド

外来生物、遺伝子操作生物

農業、健康食品、医療衛生
美容、ライフライン、自動車、

通信、金融、教育

国内地方町おこし系

都市国際特区系
ハイテク、教育、医療福祉、

環境、観光、MICE、金融、物流

地場産業、観光、医療福祉
環境、農業

ガバメント2.0

病院、図書館、道路管理、刑務所など

My society など

弱者支援、地場産業、環境、防災

土地に囚われない
ノマド文化の出現

高頻度転居～移動住居 ﾊｳｽｼｪｱ、ﾄﾚｰﾗﾊｳｽ、貸別荘

人や物のｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ・ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ

エネルギーや情報の配信システム

ディスポーザブルインフラ プレハブ思想のインフラ～住居

耐性菌アウトブレーク

メガシティの防災

老朽化メガシティ（東京等） メガシティ防災
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収量アップ

遺伝子操作植物～品種改良

生産地の確保
海外での農地、漁場～水源確保

消費の節約
代替食材（昆虫食、微生物）

フードロス対応

仮想系
仮想水～フードマイレージ課金制度

食料資源
確保

高付加価
値農業

企業原理

生産工程の合理化（工業生産手法）

安全性
安全（ｱﾚﾙｷﾞｰ、農薬、抗生物質飼料）

精神的忌避（ハラールなど）対策

健康増進

機能強化～改善食材

容姿～美味
高級野菜～果実、高級肉～魚、花卉開発

温暖化現象ポジティブ利用（三期作化など）

遺伝子操作動物（成長速度）

鮮度維持保存法～運送手段

分析検証～トレース技術

ﾌｨﾝｶﾞｰﾌﾟﾘﾝﾄなど検証技術

経営者育成機能

節水農法

有機農法～植物工場

菜食文化～ホワイトミート

賞味期限表記～フードバンク

マーケティング原理の管理手法

6次産業化 垂直統合モデル

バイオ創薬 微生物～昆虫工場化

川下
加工業

外食産業 日本食ブームで海外店舗展開

加工食品 冷凍食品～菓子類、飲料・酒類の輸出拡大

中食
弁当ブーム（キャラ弁～駅弁・空弁～仕出し）

分子ガストロノミーなど分析法

家庭料理 調理家電～食材宅配～レシピサイト

宅配（介護老人向け～ケータリング）

３Dプリンタ利用

誘電凍結法など

QC管理～検定・格付け制度

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝﾗｲｽなど

地産地消エコシステム

精密農業～IT農業

工業向け
農林業

バイオマス

ファイン素材

微生物系 微細藻燃料～下水処理

木材系 間伐材

澱粉～セルロース系 非可食植物由来エタノール

生ゴム～製紙パルプ原材料 遺伝子改良ポプラなど

昆虫由来繊維 遺伝子改良蚕など

再生臓器系 ヒト臓器生産母体利用

機能強化酪農 人乳～薬効成分入り牛乳など

豚母体のヒト肝臓など

生体機能利用 昆虫飛翔力～走破力～センサー利用

倍速成長サケなど

点滴～フィルム、保水農法など

ﾕｰｸﾞﾚﾅ加工食～昆虫ﾚｽﾄﾗﾝ

流通の節約

サプライチェーン～植物工場

水稲から陸稲、麦へのシフト

食糧合成 化石有機物や非可食有機物の可食化

肥料や農法、生育法の改良

耐性、耐乾燥、耐害虫性

低カロリー～低脂肪・低糖など
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シェアすることで優秀な端末の
稼働率を系全体でアップさせる

常時、帰属先の
選択肢が増すので
やり直し易くなる

大企業は完成品提供
ではなく胴元的な
プラットフォーム化

組織における
個人のモジュール化

移動性の高い系では
機動性が重視される

組織運営

特区構想（都市国家を目指す）
小規模化と特徴づけ

固定社員の削減

流動社員の増加

小さいオーバーヘッド

小さな本社、小さな政府

フラット組織（中間管理削減）

道州制

フリーランサー～ノマドワーカー

知り易くなるので
情報の非対称性

が崩れる

合理的に対等化する上下関係

離婚~再婚率増加

年齢差（敬老意識～年功序列）

プラットフォームの要素化

マイクロ起業の発射台化

限定社員～非正規雇用の増加 リア充系～ジモティ系

民営化～官民連携

組織内の上下関係（友達親子）

アイドル・宗教者（読モ化～総選挙化）

不条理な権威や差別が喪失 性差別～各種ハラスメント、偏見

転職率増加

モノ：リース・レンタル～シェア

人：フリーランス～アウトソース

不動産：証券化～REIT

金：クラウドファンド～レンド

新型や 適品を
調達し易くなるので
所有から利用へ

一人でなくみんなで
コラボでWin/win

プロシュマーによるウィキノミクス

楽天市場化

共通業務の受託BPOサービス提供

自社リソースの解放提供
（カスタム化促進）

生産財の提供：オープンファブ化

販路から資金までビジネスリソース提供

ロングテール市場とマイクロ起業

β版をみんなで改良した方が速い 保証責任者は報酬を得る

地産地消で
オフショア化

現地開発・製造と販売
現地開発ローカライズ

リバースイノベーション

添い遂げる概念の希薄化

不当な暴利が取れなくなる大企業

オープンコネクトの
負の側面対応

安全性

コニュニケーショントラブル 炎上、祭り、風評被害など

セキュリティ～プライバシ確保

責任機能の不明確化 保証責任者は報酬を得る

成果物権利の不明確化 データのオーナーシップや版権など

能力調達
のモジュール化

資格、教育単位のオープン調達
リモート（Eラーニングなど）

標準化、オープンコースウェアなど
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3．全体結果及びその活用 

テーマごとに設定した課題は大きく異なるため、それらに対応する対応策（打ち手）は、

ワークショップごとで大きく異なることが予想された。しかし、ワークショップの討議内

容を分析した結果、さまざまな参加者によって発言された対応策の多くは、ワークショッ

プ全体で見ると上位の理念や考え方が共通していた。この理念や考え方を「メタタグ」と

称することとした。抽出されたメタタグは以下の通り：  

（1） バリアフリーな関係構築 

（2） 不確実性の再現 

（3） 冗長なプラットフォーム 

（4） 人の生涯価値向上 

（5） 人の機能拡張 

（6） 魅力の再発見 

（7） ボリュームゾーンにおける費用対効果の追求 

（8） ニーズとソリューションの可視化/マッチング 

（9） 社会課題発見機能の構築 

（10） 教育の再構築 

（11） サービス化 

各々のメタタグが含意する内容とその解決に向けたより具体的な内容は以下のように

整理された： 
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これらを基に、３つの異なる視点（経済、海外、社会）から将来おきるであろう社会変

化を描像した。 

以上によって得られた成果は、予測調査における②科学技術の抽出と評価（「第 10 回科

学技術予測調査 分野別科学技術予測」, 調査資料 240 ）においては、分野別委員会での

トピック選択における多様性・網羅性の確保で活用された。また、予測調査における③シ

ナリオプランニング（「第 10 回科学技術予測調査 国際的視点からのシナリオプランニン

グ」NISTEP REPORT 164）においては、シナリオ考察を行う上で前提とすべき社会像として

用いられている。 

 


